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東南極リュツォ・ホルム湾露岩域におけるA10重力計を用いた絶対重力測

定

Absolute gravity measurement using A10 gravimeter on coastal

outcrop rocks along the Lützow-Holm bay, Antarctica
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　南極氷床は地球全体の環境変動を将来予測する上で重要な役割を果たす。特に東南極は南極氷床の90%以上

を占めているが、氷床変動やそのメカニズムについては明らかにされていない。この理由の一つとして、氷床

荷重変動に対する固体地球の粘弾性応答の不明確さが挙げられる。 この粘弾性応答を明らかにするために

は、長期にわたる地殻変動と重力変動の観測が必要であるが、現状では地表における観測点が不足してい

る。そこで、第59次南極地域観測隊では東南極リュツォ・ホルム湾露岩域において、絶対重力測定点および

GNSS観測点を新設することを試みた。 

 

　測定に使用した絶対重力計は米国Micro-g LaCoste社製A10絶対重力計（#017）を用いた。今回の測定点で

は、既存観測点である昭和基地（IAGBN(A)）および第53次南極地域観測隊によって設置されたラングホブデ

雪鳥沢（AGS01）観測点に加え、明るい岬、スカーレン、ルンドボークスヘッダ、ボツンヌーテンの４地域に

新設点（観測点および補助点）を設置した。各観測点での測定は、Drop間隔1秒で2000 Dropの観測を

行った。昭和基地においてはFG5#210との比較測定を行い、FG5とA10の器差についても評価を行った。両重

力計間の器差を補正した結果、昭和基地における重力変化は2012年に行われた測定結果からほぼ変化が見ら

れないという結果が得られた。また、ラングホブデ雪鳥沢（AGS01）観測点では、わずかに重力増加するとい

う結果が得られた。 

　このほか、新設した絶対重力点を基準にして、Scintrex CG3+(#296)重力計を用いた三角点の重力測定を行

なった。測定を行った三角点数は明るい岬4点、スカーレン3点、ルンドボークスヘッダ5点、ボツンヌーテン

1点である。本講演では測定結果の詳細を示すと共に、昭和基地、ラングホブデ観測点で観測された重力変化

の原因について考察した結果を示す。
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